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はじめに

ぶ家主主主学霊霊長安祭儀liif手話会ふ 1き91年一10fHこ紛まっ1とふさい夜究会です．会議さが；（!f子災い

の守ナ，関係者は絡して rtぷ総会jと呼んできました‘ヌド波紋， この伝言平ぎきの!1410号長認を言己
る公隠シンポジウムl'，これま？のこの伝言手話きのあゆみそ含めて，白木首り｛次総長震学の

自転炉転評価の過去・現段・米米についてお話したいと燃います．

f武器事会余100回の気炎殺と5M提タイトルを文米（pp102～106）にAnnex1として涼しま

す．

1. 伝言寺会設立にあたって(1)2つのモデル

この会を設立するとき としたモデルが3つありました.1つは「務床紋畿支託併殺委員

ヤす．臨床試験はclinicaltrialの訳ですので，，並道官富山T研究会jと略されています．

淡；ゆ千駄ヶ谷にある臼：水平ヰヤ技術連盟（臼科技連主）で1972年から，日本での臨床紋車産のプi

U主総をよ広めようということl'始まった f臨床試験における絞言卜手法入門セミナ…jという

5 Eヨ僚のコースがあります，その議締法，砂原淡町、鳩山元三三郎，高宅建司l'CIE,1友久f綴HR，と
いう方々？す.1婆かしい務総！JY}jもおられますa このこフ←ス滋， B卒こで議議長主総数量そ普及・

祭主義きーせるには， academiati.げではなく industryめ人にも実際の益事床試験のや積立まを銭

安識してもらおうという正義紛で約まったものです．ど菜子納めように日科技迷は， I号50主判こ米

関からデミング簿ことをi呼ぶなど，日本の品質管籾を安否援護寄せた原動力となったところで，

d治関空李濯におけるアカヂミプと企業の交流の場として火；きな役割を果してきましたり．

総〉主主先'tはrm立要業主義母r:B義主支給院をペースに， B:<fi；マ送受紛のRCTを折：結核燃について討、
長議場きを綴され1957年に準装？をおれた， 8二本長う話語Eま重喜男装！学の主主みの豪更ともいうべきヌまです．増

Illう主主主は考察浅からおめ楳設立の普察署室議室や実験計ー長選法号をと？主主主こ導入きれただ，議事事議後主主紋当善寺

；然主京大学長震学部の約襲撃内総におられて，その後多彩な総数をされ，このコ…スには老若葉耳；ご
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II. 伝統薬の続床評価の現状と将来

講師として参加されただけで残念ながらこのコースの第3回以後は関わりがありません．

東京医科歯科大学の佐久間先生も日本に臨床試験を導入しその後発展につくされた1人で

す．ここで年に1回「入門コースjが行われ， 1990年からはアドバンスコースも行われて

います．「BioSコースjと呼ばれており，これはBiostatisticsの略です．日本語では「医

薬データの統計解析専門コースjです．

きて入門コースが始まった後，講師の方でも勉強会をやろうということで，毎月 1回，

臼科技連の建物の一室を借りて同じ年から集まるようになりました．これが先の「CT研究

会jで，現在でも続いています．これがacademiaとindustryの交流の場となって，先ほ

どの入門コースという教育を主としたものとは違う形で，日本の臨床試験の発展に貢献し

てきました．私は1979年に東京医科歯科大学の佐久間先生の元で大学院に入札その年の

CT入門コースに参加し，その後CT研究会にも参加させていただきました．私がWHOの

仕事やハι バードでの研究から 1991年夏に日本に帰った時に，こういったものが伝統医学

の領域でできないのかと思ったわけです．これが1つのモデノレて、す．

もう 1つのモデノレはDrugInformation Association(DIA）です.1964年に米国で始まっ

て世界的な活動をしている NPOです.industry, academia, regulatory agencyの3分野

の「個人Jから成り立ちます．会員が現在約2万5千人.industryが70%,aca【lemiaが
15%, regulatory agency，米国だと FDAが中心となりますが，これが15%とされていま

す．

ご存知のとおり， 1961年のサリドマイド事件が契機となり，米国では 1938年の食品医薬

品化粧法が修正され， 1962年にKeyfauverHarris修正法となります．この修正法は薬の

有効性についても「実質的なエピデンスJ(substantial evidence）が必要，つまりランダム

化比較試験（randomizedcontrolled trial : RCT）が必要であるとしたものです．これは

industryにとっては薬を市販するためにクリアする条件がきびしくなったものともいえま

す．そこでindustryはRCTを含めて臨床試験のいろいろな手法を学ふ、必要が出てきまし

た.academiaとの協力体制も必要です．またindustryとしてregulatoryagencyにいろい

ろ言いたいこともでてきます．おそらく頭のよい人がいたのでしょう．このindustry,

academia, regulationの3者からの個人が，平等な立場で自由に話せる場をつくろうとい

うことでKeyfauverHarris修正法の翌々年1964年にこのDIAがつくられたのです．

DIAは米国が主体でつくられましたが，ヨーロッパにも広がりました．その後，中南米，

アジア，アフリカに広がり，日本では， 1995年からある世界的なCRO(contract research 

organization，医薬品開発業務受諾機関）に間借りする形でDIAの業務は行われていまし

たが，一昨年1999年1月からは正式なオフィスが東京・新宿の野村ビノレに一室を借り独立

した形で担当者と秘書がいて業務を行っています．

先に述べた CT研究会の方はacademiaとindustryからの参加ということでしたが，

DIAはそれにregulatoryagencyが入っているというところが特徴です．米国だと FDA,

日本だと厚生省が中心です．日本では 1990年から DIAの活動があります.1996年までの

活動はリストアップしたことがあります2にその後，活動の幅が広がり 2001年には， Table

Iに示す， 6つの領域でワ←クショップなどが関かれています．これらには，日本の
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I 日本の伝統医学の臨床評価の過去・現在・未来

Table 1 DIA activities in Japan in 2001 

“The 4th Workshop for Clinical Data Manageme旧t”， 18-19January 2001 

“Progre'8 in Clinical Trialsへ22・2J February 2001 
“The 2nd Annual Workshop for Merlical lriformation Processing’＇， 25 2n May 2001 

“The 2nd Annual Workshop for Medical Writing’： 14-15 June 2001 
“The 8th Annual Workshop for Biostatistics’＇， 2 3 August 2001 

“The 1st Workshop for PMS”， 1 2 November 2001 

regulatory agency，厚生省または医薬品機構や審査センターの人が，時には参加しますが，

今のところそれほど数は多くはありません.DIAは本来regulationの人が入っているのが

みそで，伝統医学の分野で厚生省の人も来てくれるような会ができないかと思いました．

そこで，そのアイデアを当時日本製薬工業協会におられた厚生省の元審議官の代田久米

雄さんに相談したところ，よい考えではないかといわれました．しかし，現役の厚生省の

スタップが参加するのは難しいでしょう，ただし案内だけは送っておいてはどうでしょう

か，そうすれば厚生省にはどんなことが行われているのかの情報だけは伝わる，とアドバ

イスを受けました．ということで，当時の薬務局の審査課と安全課の2つの課長宛に毎回

案内を送りました．しかしこれまで99回，会を聞いてこれらの諜からは 1回も参加してい

ただけませんでした．今日も来られていないと思います．

2. 伝評会の実際のスタイル

この会には，名簿全体で約30人いますが，会に集まるのは平均4～5人です.Fig. lと2

は， 2001年1月に行った漢方の大家の室賀昭三先生に話していただいたときのものです

が，こんな感じです．私の医科歯科大学の研究室にはいろいろなものが置いてあって乱雑

でそのうちでもとくにひどい時のものです．一時期もっときれいな時もありました．ただ

参加者が自由に話すには，クリーンなテープツレと周りになにもない部屋で会を開くより，

このようにある程度乱雑で，かつ狭い方がよい気がします．また discussionの途中で何か

の資料が必要な持に，すぐに捜したりコピーできます．

実はこの時が一番参加者が多いときで15人集まりました．少ないときには参加者が1人

という時がありました.1人というのは司会者，つまり私しかいないということで，呼んだ

講師に怒られるのではないかと思って，一生懸命聞いて質問もした覚えがあります．

会が終わってから Fig.3,4に示すように，御茶ノ水駅の近くにある店に時々飲みに行っ

て議論の続きをしたこともありました．この時には高橋眺正先生もおられます．高橋先生

は，折々来られてシャープなコメントをして下さいました．そして盛り上がるのはよいの

ですが，話し始めると止まらないというのが欠点です．乙の時は可会者を入れて，中には

今日の会に参加している方も何人かいますが， 7人でした．
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ll. t式統楽の餓炉転倒ド倒的現状と将来

Fig. I t義務会泉主義 F'ig. 2 i寄芝生

｛幾重憲法主藍糞雲喜三氏.2001.1.17) (3正予宇から重量れているのは事霊長票ケープIv)

3. f武骨平会のトピックの内総

これま？，錦繍どんなことを

よる f行本父子宮；絞殺が伝わっ

て iきたかをお言語しします．多喜 1 闘は場＇Li元三郎うt~長；と

でした．このま手法， F議wゑ主主｝ふラジカ々 とカそさツト
テープを宗寺ってこられて， i今B言葉すことは，ここに炊きiみんできたjと寄って，スイッ

をONにされて，ぞれを参加者が際議，その後で，質疑店主主事長受けるというユニー：？なも

のでした，鳩山允伎によると，そのヌゴ記長によれば訴す方は問滋いなく話せる．つまり隊長撃

ったところは得議議官まして，パーブェクトなものを聞かぜることができるというもの？？，

それで犬繁印象に縫っています．

Fig. 5は1951俸のものて専すが，機w先去しが第l＠のデミング室雲寺受lttことさ
す．このみたちから， 82ドであ警霊祭湾総主導差んになっていきます． と必ずミンク勺災は， j続人

だけではなく，企業に対するものもあるというのがよ〈で務たところです金つまり，企業

という関係刊に対する賞があることが，日本人の局体に対する絞殺に訴えることがき多く， B

本のヱ場におけるふ健管理｛qualitycontrol QC）が緩んにたりました．同体てる蓄電ぜそとる．

それも， o人のタトE護人の名前を淑 をとるというのは，欲米指向の日本によく し

たようです．そして日本の二：：：場整ga告のふ登竜＞:J:t雪界でもトップクラスのものとなったわけで
す．その後参議察官努約ぷ室電管聖護（totalquality control : TQC）へと発反し，またラ校長議にい設審議

入され， totalquality managem創設（TQM）へと展開し， zt;:;tgまな分聖子で汚いられたねて？

す．“kaizeu”（c俊幸喜）は世界でも後われる議案となりました．
この間， B~？H支主主で QC に隣する機々の活動がffわれました．現在，日本の医療の！炊事事j

が大きなテー？となっています，ところが，振り返ってみると，問科技連で行われた quality

control (QC) ttとか司ualityasぉurance(QA），さらにtotal司ualitycontrol (TQC）なるもの

が百本マは，長支援護サービスの窓際て’緩いられることがなかったのです. 13漆；ではザ…どス

産業会後への緩や権移転が君事かったの？すが， とくに張主主義サ…ピスは弱かった…ヌ人米関

では universitysystemの中－c-school閣の人的交流の中で義援護霊分野を含むサ、明
広がったの＜：＇す．伊 jえば， HarvardBusiness School (HBS）から HarvardSchool of 
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I. 5ヨミ宇治緩ま老長護学的霊義深夜怨むi過去・務ど王様＊幾

Fig. 3 会が終った後，フィオーレ叙茶的水で， Fig刷 4選筆者建E毛を潤んでの記念撮影（l事97.4.18)
右端の議事雪電車.iHをは昔話しはじめると止
まらない（1997.4.18)

Fig. 5 デミンダ博士と
から「デミンデ賞Jを浸
ける増山元三郎氏＂

(1951.9.22) 

Public Health (HSPH), さらに HarvardMedica 1 School （双双S）へとその絞絡会主移事長さ

れ~. B霊祭技綴努綴（healthtechnology a路 essment: HT Alの意義主義がぬ均年伐に形成され

まし？とーとの緩毛主で記念：干録的役WeinsteinとFinbe絞め“ClinicalDecision Analysis＂料金宝

凝行されたのが1980正予です鍵とれが］つの潮流となり，泌総長針えから世界約なfコ二どデン

λに基づく~療J (evidence…b拙d medicine咽EBM）へと安定ー燃しました．そしむこれら

HTAやEBMが再び防本にもたらされたのです．せっかく，臼本で1950年代に線人吉れ

たQCが盛んとなったのて？すから，これが日本で飯事警の依然にスム ズに移車返された絞ら

ば，日本の医療がtl±界食リ、ドずることにもなったかもしれません．

i雪山先生はもともと数々評議ぎで，気象庁tこも勤務当れたことから，気象医学？と関係され，

祭文E震学童Bqフ約要案内線；とも議警告とおかれていました．交をごぶした芸事事警統亙うもきミ？立総Lll先主主の

斉ミ子にあたち， 1941ギー必然大控室学務官卒業後，手語家内容tuり新入隊長署長の号室，機Lll余念と

iコ才も，推計学を熱心に費主主義三きれたそうです．その後長義援をとしてやきE太平洋の？らシャノレ護憲

互主ヤノレート島にいた畷，主義義務欝官僚で送られてきた f少数伊rrc〕緩め方主賓数百十室撃のrcrJうj
(1943）を繰り返しま青んだとのことです．

タむに述べたように言語紙沈没も綴1聞の Ill話床試験における統計手法入門コースjにはま簿

際のl入として参加されたの令すが，その後，グ口ンサツやアリナミンの手まま語放の持母建議，

B在大紛争，その後，数多くのことに際与されたため， El将校途との関与が去最綴えてしまっ
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II.伝統薬の臨床評価の現状と将来

たことになります．

また，日本を含めての 1960～1970年代の世界の流れがそのようなものだったといえばそ

れまでですが，ある時期，世界でもごく初期に，日本の qualitycontrolと医学界が非常に

近いところにいたことを，現在の世界的なEBMの流れの中で思うと，それがスムーズに発

展しなかったことは大変残念なことに思われます．こういったことをこの会では討論しま

した．

4. トピックのグループ化した内容

きて，残り 98回分もありますので，このように詳細に説明していくと大変です．そこで

この後は， Table2のように 17のカテゴリーにgroupingし，それにしたがって話します．

実はこの会は，当初毎月開いていたのですが，だんだん他のことに忙しくなり 2000年は1

度もやりませんでした．今年2001年1月に先ほどお話した室賀先生にお話していただいて

今回 100回目になり，これを中仕切りとし，公開シンポジウムを開いた次第です．ほとん

どの講演は，カセットテープに録音しであります．貴重な記録で，いずれ機会があったら

文書化したいと思っています．以下，敬称を略して簡単に紹介します．

1) Regulation 1 policy /politics 

regulation Iとして， policy/politic＂に関するも

のです．渡辺康は日本で1967年に「新しい基本方針J
ができた時に厚生省薬務局製薬課長として実際に関

わった方です．「薬効評価における産官学の関係Jを
話されました．日本のこの医薬品に関する新しい方

針作成にあたっては，先の米国のKeyfauver

Harris修正法の影響はあまり受けておらず，日本の

状況に基づき独自につくったところ，結果的には同

じになった，ということでした．山川和男は，中国

におりる日本人残留孤児で中国で医師となり日本に

戻った方です．中国におげる「伝統薬評価における

ポリティックスjについて話されました．伝統医学

に対する politicsの関与は世界中どこでもみられま

す．高橋杭正は「伝統医学評価におりる市民運動の

意味jとして漢方薬の有効性評価についてでした．

国レベルの厚生省だけではなく地方自治体レベルの

動きもあり君波建治は「伝統医学評価に対する東京

都のとりくみJ.室賀昭三は「日本東洋医学会50年

の歩みを振り返ってjとして漢方薬の評価に関して
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Table 2 17にグループイとしたトピッ

ク．（ ）はそのトピックが第

何呂田かを示す.Annex 1 
(pp102～106）を参照．

1. Regulat10n 1 policy /politics 

渡辺 康／薬効評価におげる産官学
の関係（2)

山川和男／伝統薬評価におけるポリ

ティックス（3)

高橋杭lE／伝統医学評価における市
民運動の意味（4)

君波建治／伝統医学評価に対する東

京都のとりくみ（6)

室賀昭三／日本東洋医学会50年の

歩みを振り返って（金元

四大家の医学思想） (X) 

津谷喜一郎／漢方薬の適正使用とは何

か（39)



1. Eヨ本的室長絞殺学時議室旅芸李総出i議去・綴夜・未来

どういったことがなされたかということをお話いた

だく予支芝？したが，保険i文絞め背景やその後O）動き

などに雲与しでは少し然々しすぎるということで，い

くらか緩めて金泳閲大；後（J)認をきれました．津谷察

官日は f主翼ヌ子著震の泌氏｛使関とはf可かjとしてj1lj洋薬
の適正佼fflI:: tわ主義いについててもす．

2) Regulation 2 : science/safety 

reguiation !J) 2つ闘としてscienceとsafetyで

すきre必1lationはうものpoliticsIとも関係しますが，三喜

本的iこiまscienceba、ちediこなされるべきものです．

3乙館三三容量生滋議案ぶのI*!ill；どは［レギュラトヲーサイ

ヱンスからみた警護；か議室ふ滋野主主号きは！WHOE童文豪

洋1弱者棄の務委秀行革支jとし“ご要警察途仁E惑をや心とした

薬務行互交．警護務長室季語はi務伎を支出身長l)jjで［ヒューマ

ンサイエンスと義援護築il'liJ!J)会建設．伝統薬は従来~ ~費量

的には苦言ぎをて・3うると考えられてきましたが，死亡例

を含tJ凶作閣が1990年代より報告されるようにな

り，之の神綴はくすrれるようになりました．伊藤家

元は摩然食・'11：＞島現客機務総会議lj作用務査会の主要メ
ンパーで「言葉Ji退表の謡lj{'fffJの淘状と考え方J.松原純

子は［リスクと以降かjとして厳然を含めてリスク

マネジメントやりコミタコミュニケーションについ

て．サワドマイド被害害者ぎてももあるを主護室長雪道は ffぢ緩

重さと浴室安芸表現コ滋lj｛＇学燃の予をゑ委翼後の比事変 jでした．

3) Reg筏latio筏 3: insurance/ economics 

regulation 3として線量発総長支や経済との算書主主で

す.Eミ本 l.'0)1980匁｛七の議実方書室。〉告を郊の飛縫約増加

は箇の線機器謀総総長れととちいれられたことによりま

す．ただその総長撃がE活字李総とは主要注ったため保険制
度から除外される危険吹を常にはらんでいます．東

京女子阪科大＋aり絞草案'.ildま「淡：方策と保険制度Jと
してその際主だと今後のありti.白神議員は厚生省で淡
：方議室司〕陶芸科鮒にも関係されていましたが f保険制度

のやめエキス襲菱総J.保険i佼畿のま塁手ドは経済的委主司会音

大きなウェイトを氏めます‘今j手芸名芸苦lまF臨床長室済

学と言葉方議室J.議選導遂行員交のやでの要事で忘るからには

← 95 

2. 況がgulaをmn2 制oience/safcty
F雪山 Jc／レザネ？？ザ～サイヱン

えからみた撲だ草案（38)

滋聖子 議芝草母／王寺＇HO言葉太平線ま室長棄の薬
，務fすま支（40)

事長／たおーマンサイエンスと
(43) 

ぞ資産事 主主父／誉棄n毒薬め議事UJ苧F詰め潟主主と
三号ぇ：お（：l6)

総長主 主主デ／リスクとは鈎か（66)

校長露 首者j設／首1液紛と市員長後の磁作用

若者強：綴悲の比較（72)

3. Regulati閥 3ir開府間開／
制 onomi附

佐藤 ~A／話題方若葉と鋭意量斜度（10)

闘千和 紙／保険詰ij疫の中の漢方エキ

ス製剤（2R)

今井災E禁／臨床綴済学E漢方薬（25)
米光 燦／ラベルコンセプトと伝統

草案（宮）

米光 機／近代防本のラベルコンヒ

プト（35)

害事毛主議事…民事／ofHabel useと漢方薬
｛品＇I)



II. iii絞建善的障築球評寝泊3躍を発とキ雪渓

r；働引が数議委です・＊光長義；まうぺJレつまり添付文
書に例会宣言書いであるかについて fラベルコン佼プト

と伝統議室jとrili:f党総本のうペルコンセプトJの2I!芸
しましにそこの滅応から外れて使うのが滋応外

在妻子詩offlabel useですが浮益事警一路は roff-label 
useと言葉方薬J安芸重しました．

4) Methodolo罫y1: history 

話詰床言平悩IT)方法通量＼：＇す． まず媛史的なととについ

て，タむの主事1llilの増山公三三重きの「悶；$：.こ幾多ト学がf追

わった被J.RCTはFisherによりイニヂザスの島義察談

後所でお30年代に開発きれました．奥野忠ーは fj養

護十学の差整然にお砂~援護喜善J. Bヌドl'も主義務らの指導警に

より差是事告書総長奇でよ互く告をわれましたが，隆三惨などぬ

領機マランダム化randomizationのコン佼ブトが

広がらなかったのは残念とぢれました．統計ρ会l立長室

・公衆衛生などにおいて controve.r対alなト ＜：：＂ッ

クて＇.＇If;辛苦？その存在を緩く示します．山本告をーは日本

のi湾総期にお紗る f室長島露外の1流言ド学縁寺与のを見代的機

味J.問中lE道知立 f初期本空事総床試験の実態jとして

1960年代～1970年ftlこ話事派総験がどのようなもの

℃あったか，鈴木繁3たは主鋭的善要率を会主rfベイズ

統計殺とは鈎かjについて高波なお話をされ，柳本

武3建は f統計約金書定と芸術dの言幸男顎jとしてその濃い

についてでした，

5) Methodology 2 : clinical trial 

てコ:f~.ζ話芸＊汐滋そのものの方まま織です．全長湯量主籾

は金支撃にいて5経験に経験した「漢方幾重量床試験実施

にあたっての湾建議ぶJ.草級交定率霊はf実務作為化比較試

験の照媛主主jとしてRCTそのものの音寺機長ヲ・方後論者

約間違重点．間代長一；：H二二議盲検1波紋ナン｛：ンスtc'J
としてその奴若手と代替とごまる方言去の可能性理襲撃谷喜

一室fHま！プラセボと伝絞整~~詳J. 矢総務告をほ f淡方薬

IT)カイネティックスJ.佐久罪悪駁は requivalたnee
zoneの考えだと求めヌj"J tこっいて話きれました．
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4. M枕hodolo窮y1‘主istory

耳雪山子色気郊／日本に書室討さ詳がi在2わった
思室（！）

奥野 :g~／幾百十宅詳の農業にお絞る震

開（32)

ru本俊一／務総外の統計学論争点〉：際
if;百号意味（19)

問中 3五まま／初簿一本邦霊~f;ま淡絞め実綴
(44) 

鈴木愛犬／ベイズ統計学とは鰐か
(24) 

毒事：本式美／統計的検定If)論理と裁判
（｝）綴葉長(16)

5 耳.fetlrndology2 : clinical trial 

ままE吾 敏明／漢方薬務床試験焚絡にる

たっての問題主点（33)
2事島 三主綴／費票作為イ七It絞試験6う昇華産車

j長（48)

mt~ 健一／ごーさ義務検訟はナンセンス
だ（21)

津谷幸喜一良J／プラゼボと伝統際学（6.3)
失額 明ii':／漢方量産的jJイネティック

ス（3出）

佼久隊員主／equivalanc合zoneの考

えブすと求めコセ（7骨）



l 岡本的；；；銃器震学約機長告訴織の遜去・議室主・ラ在来：

長） Methodology 3 : entry criteria/endpoint 

隠滅喜平鏑にあたっての伝統楽ω終後は2つありま
ず.entry criteria （組み入れ総務）と， endpoint(j可に

効くかという祭鍾項目）ゆとす，まずentrycriteriaで

は言！？必防j皇室があ呼まず.LL！本勝機はほ1Evり規範化J.

寺子きそ参堂々 4は laまと飽子分析と後湾海経｛訟J.つげに

endpointについとは，米交長繁tま｛漢方薬とよたン戸ポ

イントJ.事公約数坊は「言葉ガ薬草と QOLJ.者賞紛議室主筆i;1

fま窓会喜平備は不議案か？Jて加した．また争議会：さ子裕がf来
機長持ぎをと：i土fiiJかj として伝統的なこ；2ン主主プトである

と渓代的研ヂむについて言葉しました．

7) Methodology 4 : epiderniology/EBM 

襲撃波泌総よりさらに広い分野をカノ号、する方法務

え方として， epidemiology（疫学入 clinical

叩idemiology（話集床疫学）， さらにEBM会守護ちりま

丸鈴水道と久は f蕊床淡々 詳の王発生支ふ主主総普老後は

Popperという反笈湾総伎や強認した料学哲学者の

名隣にちなんだ「Pop設計izedepidemiologyとは事者

かI. 主柱谷主喜一議flは「コクラン:t~I気j計画とf示室主E護学＇ J.

またEBMcび絞れのヰ1での fコニt：ナデンスのレベルと

お絞め俊一I.きちにsystematicτeview0)伊jとして

rrntercessory prayer hialのreviewについてj安

しました.Intercessory p四 yerは ffl:;；穣jるうこと

？す．核問線長警は対象としてよ号！玄〈「謀議後手う滋花、

はどう決めるかjでした，

8) Inforn同tion& dataおase

情報関遂とグ…タベースの警察主主L'す．鈴木淡久が

f伝統長史学とダータベ」;:t,jIJ）会議室について．者援口

平HJ!il'IまICAMedDigital Libr訂yについ仁jとして

米閣のラヌ、タペ…Fえのコア口ジェクトについて．ヌ川

戦lg;;fま「言葉；与霊安伊l情報総索システムの隠与をについ
てj，これはデ…タペースというよりも意思主主XE:をサ

ポートしようという数較的？なシステムだったのです

が賞受波紋いていないようです．小林議室：：：は「中関際

家政興業警の電子議率制七j，これはその後w誌でも授受

淡されるようになりました楢 i饗卒撃は長差後の防隊？とし

9'1 

6. Methodology 3 entry criteria/ 
開 dpmnt

本 塁護尊重／証の綴震設f七（7)
ミ子沢 援会手／議El:：悶ミ子分析と裟支持終最ti

(8) 

米光 淡／警護方薬乙ヱYドポイント
(20) 

絞総数例／漢方議と QOL(I7)

事議開 業彦／総合す狩織は不主義か？ (85) 

箔主主 主核／米募者研究とは絡か（55)

7. Methodology垂 epidem時logy/
EBM 

鈴木絞久／臨床波立言。〉淡状（22)

放機後室長／Popperized

廷pidemiolo店yとはMか
(4普）

津谷喜一郎／スタラン共附語fE誌と訴事記
医学（51)

隷主主主繁一線／エピヂン；えめドペノレとお

勧め控室（宮古j

線谷主専務／In総re開 S)l下 prayer

trialめreviewについて
(75) 

竜童Bl 態~／温泉町議玉与はどう決める

か（62)

8. Infor開ation& datab蹴£

鈴木 繁久ノ＇fu統民主学とデータベース
(5) 

君話口 和彦／CA元ledDigital Library 

Project について（80)

荒川 事U墜！／主要万疲i約i誇殺事者型軽システ
ムの開発について（81)

小林健二／中国際学i1t典籍の費量子機
事量化秘書）

~~H守 宏関／語数字；への箆薬品情綴燦告発
(.31) 

IIIゅよEM華／B本のCROの縫紋（53)



ll.伝統芸症の時在家評露軍部環状と将来

て言援にf1］をどうやってをミえるかも塗婆です．別府宏
協は「態省ーへの程変異事品情報ま撃ちり．回中氏E邸主 f日本

立lCROの波紋jとして 1990年fえからFJ;t;:-cも

しま合めたContractEゑ開archOrganization，隊総品

開発禁義務受話機関についてでした．

9) In betwe怒mfood and drug l句 herbal

思edicine

食品と霊堂薬品との簡の領主義”と？す．まfherもal

血edicine，生多重としてです，議後，主主連， d古資，ヱ

コ0ジー，擦液化など広い分野にわた号ます．戸吉日

終美子夫による［主義性試験からみた生草案・綴方薬J.泌

総冴子は fLtτ薬のきま返還と法規事，qJ. 主主竹元吉は f－~；ミ

テイナヅ！lノ・ユースとアジェンダ21J.澱粉飾:Fは

「米E震における'E還さの品療の綴液化とヂ!JJ'詩J.Hラ
イセンウェーパは「ドイツの主主薬療法J.隠経塚京在伎
は f生薬おの凶際ハーモナイゼーシ3ンjについて

てφした，

1註） In between food and drug 2 : OTC/ 

ethical drug 

OTC（一幾多重）と ethicaldrug （緊張警鰐E主主主主主｝の官民

主素ですー :'E選喜とは異なりこれら絞るる程度撃さ刻化さ

れた影になりますー義足主豆悦Eれま fOTC言葉湾総の現状

と間最重点jまた「主主局襲草津jと処方調約jと2回話さ

れました.1990年代からゼノvブメディケーションと

いう考え方が出てきましたが，こうしたコンセヅト

はまきからあるものです．言問イ震は「江戸発議議とせノレ

ブメグィケ…ションJ.伊藤総議案』ょ；漢方薬震の大メーカ

…にま三年勤務おお，た豪華毒素lこもとづき f滋告舗の漢方J.
山村博淡は［襖方エキス製剤と市民読後綴登jでした．

11) In between food and dru窒3 more on 

food 

こちらはりしろ food，食品にi互いところです‘

Ell欣ご＿，ま｛長室長奪三言語るの“有効役”総｛醤J.大喜ミ絞：交は
う長E援の fDietary Supplement and Health Educa-

tion Act(DSHEA）と会菱重区分J.山村撃事選警は［米関

一路一

骨 Jn between food回世drugI : 
herbal臨e_dicine

子三部満寿火／重孝？をお真実からJlた生薬・
漢方議（18)

深緩 ま奪三子／生薬的統i議と法規書誌の活
状（92)

さを竹 元吉／'U壌のサスァィナプJv・
エースとアジコιンタ 21
(26) 

間協 議3子／主主闘。こお付る生薬め長主張費
6号機殺伐と利用（84)

H.ライセンウ不…パ／ドイツぬき主薬

接持主主（41)

為I百塚京i芽；／金三草案名のE境警護ハ モブイ
ぜーション｛災）

10. In為etweenfood and d芝ug2: 
OTC/ethical drug 
絞1百鋭苦言／OTC 漢方薬の毛迫状と~］

総点（34)

核主主 童話耐］／薬局喜義務と主主11認剤（47)
夜間 然／t工戸予告議案と＿，，｝レアメダイ

7ぃ…ション（70)

鋳義／混合運め漢方（86)

i色村 博彦／話題方エキス霊安烈iとT官販後
調陵（SR)

11. In between food開 ddrug 3 
more on food 

欽二／告書長主食品の“手i！岩片生”評
｛淘（3?)

大浜宏文／ひSHEAと食事室区分（7:l)
w村博護憲／朱E喜朗tri討onal

supplemenrの動向（95)
l古川 次長~／繍と議案籾と薬（83)

担話口 苅rmき／5控室整繍助食品隊総データ
ペースについて（哲治

j絞思 議室開／ギンコー緩め（13)



し u2容の伝統E護学出話語家評｛掲の滅去・君主を・決来

nutritional総 pplement（！）議議拘I.~車t閣の会設に主芝生ド

絞られため判事ミ燃はfi問主言葉溜と幾ム堀口車：rn筆は米
留で作成された f策委委著者効食ぷ際線デ－11ぺ…スに
ついてJ.松註i擁立月日は｛ギンコ一言命令J.ギンコー
Ginkgoは銀畿の著名のととでこれが毅Jくのかという

論争です．

12) Alternative medicine 

t投与学ーには多様なalternativemedicine，代替E愛媛

とIヂばれる委設主義がありますー浅升：隊長表による「アロ

マテラザ…の返事応と絞，¥S;J.t議集長女悪nは［ホメオパシ
一致争J.亀井手さ予は「女子大伎のふたホメオパシ

ームタイトんがよかったせいかこの跨i士号事〈の参加

設がま長まりました．批判的にものをみる skepticsCり

然繁から矢機一簿による［あやしげ主主健康情綴とす

テラシームさらに総件還まは［心主壊家から5また議i液型
と性宇品L守一裁は i人隠こ じやすきものj，こ

の波紋心理学ないし主主会心線学の方に設設していた

きました．

13) China 

苦言外でiまやはりや関0)ウェイトが議くなります．

総竹遂による［仁川凶医絡会と中薬の臨床鉾緩J.練校

妥喜一郎はfrや鐙の漢方絞め重量床試験の現状j，淡多その

方法論や行政による主義護霊審容も主義運きですー大聖子泰一

郎は frド僚の読ま謀議事長治jについてでした‘｛議受費豆凶

暴5は「近年（））ゆさを学研究の間選護点J.y札機｛船主iや僚
のや要事承認システムJ.議議日字はほ殺行中関科f学校

術者逮委譲緩議長協会』 iま災害t:§翁ずかjについて言語し

ました．

14) US/Europe/developing countries 

ここではコ求iゑヨ…wッパ，ぎを機途上E震について

まとめました．ラjモj認はrp国とは綴った意味ても殺に5
本f~影響撃を与えます．北村長~~勢は｛アメリカの代稼

~接持毛剤斉ム了後委設は米@11!Z:ま3絞る「機微立千後E号、？と対

る米国の約者長代替長震後J.立Jll議後は f米関マネ

ジドケアぷ〉阪本への音装警察lでした. ＇ヨ ロッパなど

鉛－

12. Alternative medicine 
主義体 隆彦／ア口？？ラピ…的議終と

号表主主初心
上森 i教車LI／ホメオパド…滋争（14)

亀井 菜子／女子大金のみだホメ1パ

シー（71)

失望襲 一博／あやしげな纏康機卒誌とザ

7＇ラシー（ 68)

校弁 護菱／心盟学からみたiお濠型と

告主格（69)
ぜ子 、・維／人懸ごめf欝じやすきもの

(77) 

13. （川ina

護議 竹毒事／尚喜言E害義室長をと中薬の宮室長長
評価（12)

津主主芸事…滋／中国の葉集jj薬0）義室長転手首級

の綴生長（15)

大野泰一郎／仁r緩めl7tI療絞草寺（2世j
おi支露豆ミ居直1／：えまイド0)4'医タ研究の問題

会弘（42)

1宅 寝室（隊／中堅の中草案滋善意システム
(52) 

裁 関学／「在阪や綴科学技術者i護
堅持絞殺協会j滅容Iをめざ

すか（89)

14. むS/Europe/developi濡事
eountri掛

北村 E言語善／アメリカ旺代務長正義葬祭矯
(64) 

て子 宗銭／｛様性幹疾患に対する米間宮

のき目補代総E経費芸（（6〕
立Jll 泰治／米Eヨマネ…ジドケアOJS

本への影響（97)

手李総務…皇.~／絞殺のヨーロゥパ伝統主主

学司王f育（27)
八巻 幡夫／ニカラグア共和国主とお付

る伝毒素医学プ口ジェクト
(90) 

器室長経 毒事／伝統療を含むE主選議011ごお
げる詩歌米型喜三機長暴力の

為り3号待1)



II.伝絞実震の絞床言手鎖的縦状と将来

の状況も日本にとって参考になちます．機会会慾…践

は f最近司〉日…ロツノ~O)伝統E没学事告雪J. 日本は海タj‘

から家ぶt！けではなく海外への霊安義政も三位められま
す． 八宅書官青玉民法 fぷカラグアミ！宅本じ燃におけるま蕊選定住友
ジヱク；、Li薮田彰はIt誌絞主主を含む区長議室長主主こ

おげる非童文対~f援隊第室長語力のあり方J つまザ日本独自

の海外E夏祭建設暴力の中でのま設憲主主主学についてでした，

15) 印刷iocult貯 all・ ethic鳥身体観

事士会文化的な綴主まです，まザ倫理と身体護誌です．

これは欧米と災なる東アジアの一員のtヨヌドとしての

見方がや心となります．え反；本百六；は！…馬主アジア

命後緩め動向J.人然災験と臨床試薬実は近い関係にあ

ります，予言石益支…は［731談後まヨヂ宇中学警にとっセの倫

理梨J. 図援は rr~学と営学J 0）論文子一γ 0)票差史的

分析J.機中羽織，言まから仏教官経学にも察奇心を持つように

なられた主毛沢元ラたはい愛物論と喰心淡からみた総議定

医学ふジョアン燃やn立？とトゲノム昔ti!雪におげる日
本人の健康綴J.ぶ閃秀笑はiまなざしと機力 主主れ
る身体感とその喜平係 Jとして話されました．

16) Socio四 ltural2 : science削 ciology& 

philosophy 

級学社会学と科学哲学マナ．グローバヅイゼ←シ

ョン0）主主れの中で日本OJGCPも)l¥";bちましたが，

それそ議選手をあげて緩んでよいのか．孝義II!重喜燃は

はじH~GCP の議量点j，また f長響、後にとっての叢t

GCPJの2@I~重しました．以JS絡久皇室子は f心主理学的

7'J:立場から党1と臨床試胤誌と自信男はf災護憲71-の波

書と手口流派JずJ.Overlaender Iま「淡：か隠さ詳の近代化

；とおりる5ヨーロッパの影響Jというテぃ？でしたぷ，

は病気，二：

と護章なち，奏悲認持主正耳耳になつてしまいまi〆7と． この代

わりの語家紋もあって本年2001年1月に禁容X@Iとし

て主主後介占的こ認していただいたわけて？す．

一一100-

15. Sociocultural 1、ethics，身体重霊
坂本吉大／液アジアの生命伶閉めま語

i旬（SO)

常石義主…／731部隊E井中将！U：：っ
てお意義燦（65)

総数／『医学と殺が乏の論文テ…マむ

隊長史的分析（74)

長沢 支炎／！機物論と唯心重量からみた

15緩医学（78)

ジョアン選挙干す／ヒトクノム計震にみる

日本人必要室長壁観（4ら）

おm秀実／まなぎしとさ昆力一流れる
場イヰ飯とその芸事幾 ｛品目）

1詰.Socioc泌総ral2：尽c1ence
soc10!0宮y& philosophy 

事室波 書室淡／！CHGCPo）論点（54)

諮問 選事務／患者にとっての萩GCP
(67) 

t!Jj奇久美子ノ心耳護学的立場から予また燦

波紋霊童（59)

ミまEヨ 然襲v議E詩タトの漆喜容と手口魂洋二上
(57) 

Overlaender ／主義ブヲB震学の近代化にお

診る 3一口ツパめ繁華翠

（絞j欝） (61) 

主主mf雪男／アピセンナがみた現代医
重要（82)



I 日本的総統芸在学の臨床評緩めi議受託・現在・未来

17) Mas期edia

伝統医学はメディアに謀議ることも多いものです．

これによって人今の伝統援を君主に対するき約紙また絞

らの行動そのものにも影襲撃を与えています.r言葉；お菜
は究者〈主役を欝ぃ？と13i亙功は「伝統長夜祭とマスメデ

ィアJ.t言議主義援タ綴域にほお本では50緩以上の宅事門

家向けの総統，関じく中協には100種以上の絞議事会ま

~ちます．中盤三葬儀に器禁しい ill本務護蓄は ltfi闘にお

けるゆとまのメディフyI.おそらく現代ではテレビとく

にNHKテレピが…醤影響があると忽いますが大

野善三はI71ノどはなぜ主義カを毒立ち上げるのか？J. 

E本での等専門家と一般とのTi埼だに読まれる D転手事長支

誇去の編集長iJ)幸喜三校3と溺は fメディアの樹lから見

？と主託手宇霊童学J.iおム来高授を宅戸分聖子にいるとメディア関係者
からアプ口一ずきれることも多いのですが，談5索令士
におられたfftll事美子男は｛γスコミとのつきあいプ］J

を言語 ~lれました．

おわりに

17. M踊 media

周波 主力／伝統護学とマスメディア
(11) 

Ul本勝瞭／rf1G雪における中医のメデ
ィア（23)

大野 馨ミ三／テレどはをぜ票実ブ7を建立り
上げるのか？（総｝

主寄金 :J.:綴／メディアの燃かち見た東
洋医学（58)

長野革審 寿男／マスコミとのつきあいだ

(76) 

総事記長支宅戸海F在言李総Wf争官会設立？とあたって霊安考とし？とf誌のよそデノレ，研究会の3実際のスタイ

ルヲ今までの鉛燃のトピックについて述ぺてきました.i読ま充医学は近代後学や社会情勢か
ら独立した菜子校ではあちませんa りしろ近代委主移以.bとその河辺育関根来との関係が強いもの

ですが，これま？の日号＠17）トピックを振り滋ってみると，この妥きの閥的とした， IC!l'Bに討
議てるさるjf;手メI])中で，泌氏・滋；在・未来に必1とる伝統反核の隊派害事備に関係ずる2まとんど

のトピックがカパーされ，十分な対露議会fな吉れたと，号まいます．

そ長Flテー？なま高めスピーカーに緩絡して会を際｛複するということはあるi盛大変でした争

しかし署長はこの会から学ぶことが火変多く，参加古れた方にもそれなりに手当するところが

あったのでは役いかと，号まいます．会の遂事ぎにき事1Jしていただいた議参加者， またそ号々 のスピ

ーカーの方々に改めてお礼申しょげます．

参考文献

1 ）綴怠E十年史． （財）B本草等学校術連盟， 19吉7.

Z) Tsuをa開 K Genera 1 view of clinical trials and GCP m East Asia Dn(R Infi。作nalio冗 Journal
1ヲ世7; 31 : IOSJ.・64. 

3) Weinstein MCタ FmebergHV Clinical decis10n aれalysisPhiladelphia ・ W B Saund出s,1980 

〔El里子鋭意義務，書量子宇次矢（監訳に島高5主主義断分析一億擦における意思決定王堅議議一．設を昔話薬出版， 1言語2)
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II.伝統薬の臨床評価の現状と将来

Annex 1 伝統医学臨床評価研究会・トピックリス卜

1991 第1回 1991.10.31 増山元三郎 guest東京理科大学・教授

日本に推計学が伝わった頃

第2回 1991.11. 21 渡辺康 guest元厚生省薬務局製薬課長，前明治薬科大学・教授

薬効評価におげる産官学の関係

第3回 1991.12.12 U1Jll 和男松浦薬業側訪瓦貴開発部・取締役部長

伝統薬評価におげるポリティックス

1992 第4回 1992.1. 30 高橋杭正 guest元東京大学医学部・講師

伝統医学許制における市民運動の意味

第5回 1992.2.20 鈴木宏久寓有製薬側営業企画部漢方企画課・課長

伝統医学とデータベース

第6回 1992. 3.19 君波建治 guest東京都衛生局薬務部

伝統医学評価に対する東京都のとりくみ

第7回 1992.4.16 山本勝瞭「中医臨床j編集長

証の規範化

第8回 1992. 5.22 寺沢捷年 guest富山医科薬科大学和漢診療部・教授

証と凶子分析と薬効評価

第9回 1992.6.18 米光 康小太郎漢方製薬側開発部開発課・係長

ラベルコンセプ卜と伝統薬

第10回 1992.7 .16 佐藤 弘 guest東京女子医科大学東洋医学研究所・助教授

漢方薬と保険制度

第11回 15'2.8.20 田辺 功 gue't朝日新聞科学部・編集委員

伝統医学とマスメディア

第12呂 1992.9.24 謝 竹藩 guest北京医科大学中西医結合研究所・所長

中西医結合と中薬の臨床評価

第13回 1992.10.15 松田敏明鐘紡鮒カネボウ薬品本部医薬事業部医療用漢方開発部・係長

ギンコー論争

第14回 1992.11.19 上森政和側ツムラ学術本部学術第三部・部長

ホメオパシー論争

第15回 1992.12.16 津谷喜一郎東京医科歯科大学難治研・情報医学研究部門（臨床薬理学）・

助教授

中国の漢方薬の臨床試験の現状

1993 第16回 1993. 1. 21 柳本武美 guest文部省統計数理研究所領域統計研究系・教授

統計的検定の論理と裁判の論理

第17回 1993.2.18 松田敏明鐘紡側カネボウ薬品本部医薬事業部医療用漢方開発部・係長

漢方薬とQOL

第18回 1993.3.26 戸部満寿夫 guest前国立衛生試験所・安全性生物試験研究センタ 長

毒性試験から見た生薬・漢方薬

第四回 1993.4.16 山本俊一東京大学名誉教授，日本赤十字看護大学・教授

森鴎外の統計学論争の現代的意味

第20回 1993.5.20 米光 康小太郎漢方製薬側開発部開発課・係長

漢方薬とエンドポイント

第21回 1993.6.18 田代長－ guest層立京都病院糖尿病部門

二重盲検法はナンセンスだ

第22回 1993.7 .15 鈴木宏久寓有製薬側営業企画部漢方企画課・課長
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1.日本の伝統医学の臨床評価の過去・現在・未来

続床疫学の現状

第23回 E93.8.26 山本勝駿「中医臨床j編集長

中国におげる中医のメディア

第24同 1993. 9.24 鈴木雪夫 guest東京大学名誉教授，多摩大学経営学部・教授

ベイズ統計学とは何か

第25回 1993.10.22 今井英彦 guest武蔵大学経済学部・助教授

臨床経済学と漢方薬

第26回 1993.11.19 佐竹元吉 guest国立衛生試験所生薬部・部長

生薬のサスティナプル・ユースとアジエンタ21

第27回 1993.12.17 津谷喜一郎東京医科歯科大学難治研・情報医学研究部門（臨床薬理学）・

助教授

最近のヨーロツパ伝統医学事情

1994 第2R回 1994.1. 7 白神 誠 guest厚生省老人福祉保健局

保険制度の中の漢方エキス製剤

第29回 1994. 2.18 大野泰一郎松浦薬業継）社長室学術二課・課長

中国の医療経済

第30回 1994. 3.18 矢船明史 guest北里研究所パイオイアトリックセンター臨床薬理部

漢方薬のカイネティックス

第31回 1994.4.15 別府宏箇 guest都立北療育医療センター・冨j所長， Th'Informed 

P陀＇cribe1編集長
患者への医薬品情報提供

第32回 1994. 5.17 奥野忠一山田t東京理科大学経営学部・学部長

推計学の農業における展開

第33回 1994.6.30 松田敏明鐘紡側カネボウ薬品本部医薬事業部医療用漢方開発部・係長

漢方薬臨床試験実施にあたっての問題点

第34回 1994.7.22 板垣鋭司鮒ウチダ和漢薬営業部・学術課長

OTC漢方薬の現状と問題点

第35回 1994.8.12 米光 康小太郎漢方製薬側開発部開発課・係長

近代日本のラベルコンセプト

第36回 1994.9. 2 伊藤宗元山田t国立東京第2病院院長

漢方薬の副作用の現状と考え方

第37回 1994.10.14 高田欣二漢方医薬研究振興財団

健康食品の“有効性”評価

第38厨 1994.11.9 内山 充 guest元国立衛生試験所所長

レギュラトリーサイエンスからみた漢方薬

第39回 1994.12.20 津谷喜一郎東京医科歯科大学難治研・情報医学研究部門（臨床薬理学）・

助教授

漢方薬の適正使用とは何か

1995 第4日間 1995. 1.26 滋野宣明 guest前WHO西大西洋地域事務局薬務官，湧永製薬鮒東京支社

WHO酋太平洋地域の薬務行政

第41回 1995. 2.21 Hライセンウェーパ guestミュンヘン大学医学部，北里研究所附属東洋医
学総合研究所

ドイツの生薬療法

第42回 1995. 3.24 仙頭正四郎 guest仙頭クリニック院長

近年の中医学研究の問題点

第43回 1995. 4.20 海老原格 guestヒューマンサイエンス振興財毘・理事長
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II.伝統薬の臨床評価の現状と将来

ピューマンサイエンスと医薬品

第44回 1995.5.15 田中正彦前高有製薬鮒開発部課長

初期本邦臨床試験の実態

第45聞 1995. 6.30 ジョアン藤村 guestスタンフォード大学

ヒトゲノム計画にみる日本人の健康観

第46回 1995. 7.2R 佐藤俊哉 guest文部省統計数理研究所境界領域統計研究系・助教授

Popperizd Epidemiologyとはf"fか

第47回 1995.8.29 板垣鋭司側ウチダ和漢薬営業部・学術課長

薬局製剤と処方調剤

第48回 1995.9.22 革島定雄 guest革島医院院長

無作為化比較試験の問題点

第49§1 1995 .10 .13 大野善三 guestNHKエデュケーショナノレ

テレビはなぜ漢方を取り上げるのか？

第50回 1995 .11.13 坂本百大 guest日本大学文学部倫理学・教授

東アジアの生命倫理の動向

第51閉 19S5.12.14 津谷喜郎東京医科歯科大学難治研・情報医学研究部門（臨床薬理学）・

助教授

コクラン共同計画と伝統医学

1996 第52回 1996.1.12 児 健偉 guest山之内製薬側つくば研究センター研究員

中国の中薬承認システム

第53回 1996.2.16 田中正彦前高有製薬側開発部・課長

日本のCROの現状

第54図 1996.3.22 横悶嘉彦臨床開発談話会

!CH GCPの論点

第55回 1996. 4.18 福生吉裕 guest日本医科大学i*J科・助教授

未病研究とは何か

第56回 1996. 5.13 石田秀実 gueRt九州国際大学経済学部・教授

まなざしと視力 流れる身体観とその評価

第57凹 1996. 6.20 志田信男 guest元東京薬科大学外国語学・教授

森鴎外の遺書と和魂洋才

第58回 1996.7.23 寄金丈嗣「東洋医学j編集長

メディアの慣jから見た東洋医学

第59回 1996. 8.22 山崎久美子肝est東京医科歯科大学教養学部心理学・助教授

心理学の立場から見た臨床試験

第60回 1996.9.27 浅井隆彦 guest浅井はり治療院院長

アロマテラピーの適応と禁忌

第61回 1996 .10. 31 Overlaender guest日独研究所・研究員

漢方医学の近代化におけるヨーロッパの影響（延期）

第62回 1996.11.21 植田理彦 guest温泉療法医協会・理事長

温泉の適応はどう決めるか

第63問 1996.12. 9 津谷喜一郎東京医科歯科大学難治研・情報辰学研究部門（臨床薬理学）・

助教授

プラセボと伝統医学

1997 第64回 1997.1. 30 北村昌楊 guest日経メデイカル編集スタップ

アメリカの代替医療事情

第65聞 1997.2.2R 常石敬－ guest神奈川大学経営学部科学史・教授
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l. 5ヰーのfzi統E在学の慾絞評錨のj溺去・害罪，主主・未来

731部隊総ff.tや害警にとっての倫綴

務総務 l世97.3.31 総長室 純子拠品t綾浜市双葉設立要綴織大学・学部長

ワスクとは｛司か

第67主主 1997. 4.18 j議澄 嘉彦 臨床闘機誇突き議会

患者にとってのき野GCP

第68ITヨ1吉野、言22 矢葎…務 ジャパンスケプティックス
あやしげ令書室康情報とリテラシー

主務69隠11宮古76.20 校弁 護筆記口出tE聖心女子大学：文繁華部心理学・療j孝弘唆
心滋学からみた盗液製と性字書

2善？奇ITil 1997. 7.30 さま降 信 guest主主策手巨大学薬学部業繁薬事議議露日

江戸売薬とセルアメディケーション

第7llill 1997. 8.29 亀ヂt-3震予 後Ji(6主持重量科大学医学部1隊総書量生学科学生
女子大ゑのみたホメオパシ…

表高721沼 1997. 9.12 鮫島審 議選滋 コント口ーラ｝委委主要受注スタッア

？官版喜官と子官員長主主の高IJ1'FI干1多量生頻度の比較
警護73沼 1997.l容潟大浜宏文部総tネ…チャーズサンシャイン常務絞幸彦19:科学校前Fi本総主義

DSHEAと食茶葉区分

語~74綴 19!7.11.28 密 際 ~tI誌や医薬文学級灸機警察主義・瀦君主授

5絞殺ときを学jの論文テ…マの燃史的分析
総75［渓 19守7.12.18 議事後楽吋郊 東京医終暴露潟大学難治研・情報医学五月'j¥'.苦部門｛際沫主要遊学〕・

助教授

Intern日出>ryplayer tnalのreviewf；こついて

19事告 書事76繍 l臼98.1.22 伊藤 喜哲男 guをおt続講談社・謀議終主義

マスコミヒのつきあい万

終？？絞 殺号8.2.20 "' …縫 guest僕例大学教資宅幹部・鈴教授

人総この｛信じやすきもの

第78回 ぬき札 3、20 主義沢 元夫宮uest縦糸、警護科大学名誉教綬（主主要護家〉

唯物言識と喝を，i:,.審議からみた伝統芸互学

察79阪11約8.4. 14 佐久間 紛 議後主主科歯科大学議室誉教授｛話器床薬環学〉

問uivalancezone(.1)考えプヲと求めti
幾多01蕊 1998. 5.21 綴D 和彦東京文学大：学路担保健社会学・客民研究綴

CAMed D1g1tal L1brary Projectについて

第81@ 19号事 6.25 Jll'.lll お努 セこ3ム言葉ti＇〆ステム・校炎
襖lら1安定｛発機幸量検紫システムの関塁悪について

務82阪11998. 7.16 志E日 終さ寒 波京薬科大学名誉号数後

アザゼYすがみた現代援護襲撃

京事83沼 1998. 3、24 jfJJli 次郎 guest幾重喜R機製造型機 広報課長

言書と薬酒 1::~喜

築総径 約湖、仏均 衡忠 節子 guest際交ふ薬品食品者霊祭長寿深刻去三遺産部

来援護における金苦震の品餐の様準化と事UJi寄託辞書8.11.25に主主義持し ξ語著書草）

雲務総長主 1998.10.16 検綴 幾多 重詰床開発懇言葉会

総合約邸主不滅か7

芸春86図 1998.11.25 伊滋鋳義弟守勢ツムラ 経営企画室

老舗の漢方

築詰7l自 1998.12.l草 津谷喜一郎 災復霊童科街科大学襲撃総務習後線医学研究毒irきく機策基翼線学ト

意主教室意

。ff-labeluseと漢方薬
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II. 伝統薬の臨床評植の現状と将来

1999 第88回 1919.1.27 山村博彦小太郎漢方製薬掬開発部開発課・課長

漢方エキス製剤と市販後調査

第89回 1S99.2.25 戴 昭宇在日中歯科学技術者連盟医薬協会・事務局長

「在日中国科学技術者連盟医薬協会jは何をめざすか

第90回 1999. 3.18 八巻晴夫 gu田 t日本中米東洋医学普及委員会・ニカラグア・代表

ニカラグア共和国におげる伝統医学プロジェクト

第91回 1999.4.27 演回 彰 guest東京大学大学院国際保健学専攻国際保健計画学・助手

伝統薬を含む医薬品における非欧米型医療協力のあり方

第92回 1999.5.25 深堀冴子 gue't松浦薬業側薬務学術部・部長

生薬の流通と法規制の現状

第93回目的 6.15 堀口和彦東京大学大学院保健社会学・客員研究員

栄養補助食品国際データベースについて

第94回 1999. 7.21 鳥居塚和生 guest北里研究所東洋医学総合研究所臨床研究部・副部長

生薬名の国際ハーモナイゼ ション

第95[iil 1999. 8.25 山村博彦小太郎漢方製薬開開発部開発課・課長

米国nutritionalsupplementの動向

第96回 1999. 9.30 丁宗銭 guest東京大学医学部生態防御機能学・助教使

慢性肝疾患に対する米国の棺補代替医療

第97回 1999.10.20 立川幸治 ドクターズ・オピニオン・代表

米国マネージドケアの日本への影響

第98回 1999.11.26 小林健二 guest小林整骨院・院長

中国医学古典籍の電子情報化

第99回 1999.12.21 津谷喜一郎東京医科歯科大学難治研・情報医学研究部門（臨床薬理学）・

助教授

ヱピデンスのレベルとお勧め度

2001 第X回 2001.1.17 室賀昭三 guest元日本東洋医学会会長

日本東洋医学会50年の歩みを振り返って（金元四大家の医学思惣）

第100回 2001. 2.17 伝統医療臨床評価研究会第100凹記念公開シンポジウム

一伝統薬の臨床評価の現状と将来一

＊ ＊ ＊ 
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